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抄 録

昭和 59 年6~10月の期間において，試験船開運丸(調査海域北緯 390- 41'~430- 07'.東経 1410-30' 

~l580ー 03う及び東奥丸(北緯 400- 22'~ 420ー 31'，東経 1410_ 23'~ 1510-49')によって，スルメ

イカ・アカイカ等の漁場環境，イカ類分布の状況及び群の生物的特性等についての調査を行った。

1. スルメイカ及びアカイカ漁場の環境について

昭和 59年春は北日本を中心として，異常低水温にみまわれた。夏以降表層水温は回復したが，

中層以深は年聞を通じて低自に推移したものと思われる。

2 スルメイカ，アカイカの分布

(1 ) スルメイカ

両試験船によるスルメイカ漁獲尾数は 22.527尾で 57年 58年を大きく上回っている。 主

な漁獲位置は 400N， 1430Eの本州寄り， 400N~420N. 1450E~ 1460Eの道東沖であった。

また， 410 30' N， 1520 E付近の沖合にも分布がみられた。

(2) アカイカ

両試験船によるアカイカ漁獲尾数は 67，7部尾であった。漁期初めのアカイカの濃密な分布域

は 400N， 1580Eと400N， 1530 E付近にみられ，以後の標本船操業位置から判断すると，同

群と後続群はこれらの経度付近に分布していたものと思われる。

3. アカイカ来遊群の性状及び漁獲量について

青森県の釣によるアカイカ水揚量は 10.4∞トソと最盛期(昭和昨)の2の低レベルに落ち

込んだ。標本船の結果によれば，年平均C.P. U. E.，魚体ともこれまでの最低を記録しそれぞ

れ 12.1尾， 455.9であった。
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